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北九州市環境基本計画進捗評価（令和4年度実績）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績 462 ｇ 452 g

達
成
率

目
標

86.9 ％

実
績

85.7 ％

達
成
率

98.6 ％

目
標

実
績

61.6 ％

達
成
率

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

6,354

2

⑦
⑪
⑫
⓭
⑰

「脱炭素ライ
フスタイル」
転換推進事業

グ
リー
ン成
長推
進課

　令和3年8月に改定した「北九州市
地球温暖化対策実行計画」に基づ
き、脱炭素社会の実現に向けて市
民・企業向けの情報プラットフォー
ムを整備し、「脱炭素社会」のイ
メージと方法・効果の共有を図ると
ともに、取組事例や効果を可視化
し、家庭・企業の脱炭素型ライフス
タイルへの転換を進めるもの。

温室効果ガス排出量
の削減（万t）

温室効果
ガス排出
量1,859

万t
(2013年

度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

2030年度
温室効果
ガス排出
量2013年
度比47％

減

6,612 3,500 532 順調

　温室効果ガス排出量については、毎年
減少傾向を維持している。
　また、ポータルサイトを通じて情報発
信を強化した結果、アクセス数（累計）
が目標（15,000件）を達成した。
　以上を総合して、「順調」と判断。

― ―

― ―

3 ⓬

広げよう食品
ロス・生ごみ
削減の環づく
り事業

循環
社会
推進
課

　食品ロス削減の取組「残しま宣
言」運動の普及・啓発や、生ごみリ
サイクル講座等の実施によって、生
ごみの減量化・資源化を推進する。

市民1人一日あたり
の家庭ごみ量

468g
(R1年度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

440g以下
（R7年
度）

7,047 7,800 順調

　食品ロス削減の取組「残しま宣言」運
動を継続して実施し、食品ロス削減の取
組実施率は、中期目標の概ね8割程度達
成しており、市民の環境意識向上や、生
ごみの資源化・減量化の促進に貢献して
いると考えられることから、「順調」と
判断。

― ―

市民アンケート調査
における3R活動の実
施率

86.9%
(H28年
度)

86.9%
(毎年度)

市民アンケート調査
における食品ロス削
減の取組実施率

58.3%
(R1年度)

単年度目標設
定なし

80%以上
（R12年
度）

―

4,038 順調

　温室効果ガス排出量については、毎年
減少傾向を維持している。
　また、出前講演の参加者数（累計）が
目標（5,250人）を達成するなど、市民
に対し、年間を通じた啓発事業を実施し
た。
　以上を総合して、「順調」と判断。

― ―

― ―

1

⑦
⑪
⑫
⓭
⑰

地球温暖化対
策推進事業

グ
リー
ン成
長推
進課

　令和3年8月に改定した「北九州市
地球温暖化対策実行計画」に掲げた
目標の着実な達成に向け、市民、事
業者、行政がこれまで以上に計画的
かつ効果的に取組を推進する必要が
あるため、各種調査及び啓発事業の
強化等を行う。

温室効果ガス排出量
の削減（万t）

温室効果
ガス排出
量1,859

万t
(2013年

度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

2030年度
温室効果
ガス排出
量2013年
度比47％

減

9,851 7,846



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

実
績

27.9 ％ 26.6 %

達
成
率

目
標

86.9 ％ 86.9 ％

実
績

85.7 ％ 87.6 ％

達
成
率

98.6 ％ 100.8 ％

目
標

実
績

30.4 kg

達
成
率

目
標

137
団
体

137
団
体

実
績

137
団
体

137
団
体

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％

目
標

実
績

27.9 ％ 26.6 %

達
成
率

4 ⓬
3R活動推進事
業

循環
社会
推進
課

　事業所に対する一般廃棄物の減量
化等の推進及び3R活動を行う団体の
表彰等により、3R活動の推進を図
る。

一般廃棄物のリサイ
クル率

28.0%
(R1年度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

30%以上
(R7年度)

1,188 609 1,111

132団体
(H26年
度)

全137団
体の参加
(毎年度)

一般廃棄物のリサイ
クル率

順調

　事業所へのごみ減量化に関する講習会
の実施や、ごみ分別・減量化意識を高め
る取組を行った。
　3R活動実施率は、令和3年度に比べ上
昇しており、3R意識の向上が進んでいる
と考えられるため、「順調」と判断。

― ―

市民アンケート調査
における3R活動の実
施率

86.9%
(H28年
度)

86.9%
(毎年度)

　近年、古紙・古着の集団資源回収量は
若干減少気味であるが、古紙については
紙の使用量の減少も影響していると考え
られる。
　まちづくり協議会の参加率は100％を
維持しており、地域の活動は継続されて
いることから、「順調」と判断。

5 ⓬
古紙・古着リ
サイクル推進
事業

循環
社会
推進
課

　一般廃棄物の減量化・資源化促進
のため、古紙・古着回収奨励金の交
付等を通じ、市民団体による集団資
源（古紙・古着）回収活動を支援す
る。

市民1人あたりの年
間古紙回収量

50.1kg
(H21年
度)

単年度目標設
定なし

第2期循
環社会計
画に準拠

―

古紙回収に取り組む
まちづくり協議会数

147,183 208,944 135,349 順調

28.0%
(R1年度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

30%以上
（R7年
度)

― ―



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

実
績 45.6 ％ 44.5 ％

達
成
率

目
標

実
績 452 g

達
成
率

目
標

実
績 462 ｇ 452 g

達
成
率

目
標 86.9 ％ 86.9 ％

実
績 85.7 ％ 87.6 ％

達
成
率

98.6 ％ 100.8 ％

順調

順調23,51330,332 38,000

7

― ―

市民1人一日あたり
の家庭ごみ量

468g
(R1年度)

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

　市民1人一日あたりの家庭ごみ量は集
計中であるが、減少傾向である。
　また、3R活動の実施率も高い水準を維
持しているなど、環境意識の醸成及び地
域コミュニティの活性化につながってい
ると考えられる。
　以上を総合して、「順調」と判断。

9,405 9,7158,238

市民アンケート調査
における3R活動の実
施率

86.9%
(H28年
度)

86.9%
(毎年度)

⓬

地域特性型
（メニュー選
択方式）市民
環境活動推進
事業

循環
社会
推進
課

　地域団体等が自主的に活動する事
業（剪定枝リサイクル等）を支援す
ることにより、地域における自主的
な環境活動の拡大と地域コミュニ
ティ活動の活性化を図る。

440g以下
（R7年
度）

―

市民1人一日あたり
の家庭ごみ量

468g
(R1年度)

単年度目標設
定なし

440g以下
(R7年度)

　令和4年4月施行のプラスチック資源化
促進法への対応に向けて、2度目のプラ
スチック一括回収の実証事業を実施し、
市内全域で事業開始に向けて、方針決定
などに取り組んだ。
　また、プラスチックごみ対策専用ウェ
ブサイトのレイアウト改善や、講演・イ
ベントでの市民啓発などを強化した。
　以上を総合して、「順調」と判断。

6

⑨
⓬
⑬
⑭
⑰

北九州市プラ
スチックス
マート推進事
業

循環
社会
推進
課

　国の動向と歩調を合わせながら、
これまでの取組に加え、更なるプラ
スチックごみの資源循環に向けた施
策を推進する。

プラスチック製容器
包装の分別協力率

44.4%
（R1年
度）

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

60%以上
（R12年
度）

― ―



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標 138,000 人 138,000 人

実
績 64,055 人 76,620 人

達
成
率

46.4 ％ 55.5 ％

目
標 60 ％ 60 ％

実
績 41.6 ％ 41.8 ％

達
成
率

69.3 ％ 69.7 ％

目
標

240
団
体

245
団
体

実
績 237

団
体

254
団
体

達
成
率

98.8 ％ 103.7 ％

目
標 1,160

団
体

1,160
団
体

実
績 1,150

団
体

1,121
団
体

達
成
率

99.1 ％ 96.6 ％

順調

まち美化ボランティ
ア清掃参加者数（単
年度）

131,314
人

(H28年
度)

138,000
人

(毎年度)

3,304 3,578 3,145

47%
(H28年
度)

60%
(毎年度)

⓫

ボランティア
ネットワーク
の推進（道路
サポーター）

道路
計画
課

　市が維持及び管理する道路におい
て、道路清掃・美化などのボラン
ティア活動を行う地域の団体を対象
に、清掃用具や花苗の支給などによ
り支援する。

道路サポーター加入
団体数

―
250団体
(R5年度)

18,613

8

⓫
⑫
⑭
⑮

まち美化等啓
発事業

業務
課

　北九州市空き缶等の散乱の防止に
関する条例（まち美化条例）に基づ
き、ポイ捨てのない清潔で美しいま
ちづくりを推進するため、市民や企
業、ボランティア団体等と連携し、
まち美化事業を実施する。
　市民の環境美化に対する関心及び
モラル・マナーの向上を図り、「世
界の環境首都」に相応しい清潔で美
しいまちづくりを推進する。

10 ⓫

ボランティア
ネットワーク
の推進（公園
愛護会）

公園
管理
課

　10名程度の地域住民で組織される
ボランティア団体で、公園の美化活
動・公園施設の点検や禁止行為の連
絡・公園利用者のマナーづくり・市
民花壇づくりなどを行い、活動面積
に応じて活動費を助成している。

―
1,160団

体
(毎年度)

16,613 順調
　令和4年度の実績は、254団体であり、
中期目標で設定した250団体を上回って
いるため、「順調」と判断。

　新型コロナウイルス感染症への社会の
対応が変化する中、ボランティア清掃参
加者数は戻りつつある。一方で、春の
“クリーン北九州”まち美化キャンペー
ン事業のごみゼロ清掃において雨天中止
の会場があった影響により、「まち美化
ボランティア清掃参加者数」の目標達成
率は55.5％にとどまった。
　他方、「アンケート調査における地域
でのまち美化清掃実行の割合」は、多く
の市民がまち美化ボランティア清掃に参
加するなど、一定の成果を収めている。
以上により、各成果指標の目標達成率の
平均が60％以上となったため、「順調」
と判断。

アンケート調査にお
ける地域でのまち美
化清掃実行の割合

公園愛護会の結成数 43,451

9

順調

　コロナ禍や高齢化により解散する団体
はあるものの、全体としては目標の団体
数を概ね達成しており、「順調」と判
断。

42,616 42,627

17,046



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

73
団
体

67
団
体

実
績

61
団
体

60
団
体

達
成
率

83.6 ％ 89.6 ％

目
標

20,000 人 20,000 人

実
績

8,256 人 9,791 人

達
成
率

41.3 ％ 49.0 ％

目
標

15
法
人

15
法
人

実
績

14
法
人

11
法
人

達
成
率

93.3 ％ 73.3 ％

目
標

130 件 140 件

実
績

131 件 137 件

達
成
率

100.8 ％ 97.9 ％

目
標

580 人 630 人

実
績

475 人 497 人

達
成
率

81.9 ％ 78.9 ％

11 ⓫

ボランティア
ネットワーク
の推進（河川
愛護団体）

水環
境課

　地域の住民で構成する河川愛護団
体に清掃道具購入の費用等となる補
助金を交付することにより、美化活
動を広げる。
　また、美化活動に参加することに
より、地域の河川を身近に感じ、自
分たちの川として愛着を持つような
啓発活動へとつなげる。

河川愛護団体数 ―
67団体

(R5年度)
2,122 2,634 2,100 順調

　概ね目標に近い団体数が活動してお
り、「順調」と判断。

12
❹
⑰

NPO・市民活動
促進事業

市民
活動
推進
課

　市民活動の促進に加え、NPOと行
政の協働を推進するため、活動や協
働等に関する相談・助言、情報提
供、研修・啓発等を実施する。

サポートセンター利
用者数

29,293人
(R1年度)

20,000人
(毎年度)

16,939 17,434 16,524

新規設立NPO法人数
17法人

(R1年度)
15法人

(毎年度)

順調

　補助採択事業の事例紹介については、
中間報告会を開催し事業周知に努めた。
　また、補助交付事業件数は目標を概ね
達成したため、「順調」と判断。

順調

　令和3年度以前に、緊急事態宣言の発
令に伴う臨時休館等により、大きく減少
したサポートセンターの利用者数は回復
基調にあり、新規設立NPO法人数も概ね
目標を達成した。以上のことから、「順
調」と判断。
　講座については、引き続きオンライン
参加も可能なハイブリッド型として講座
実施の維持に努めた。

13 ❹
NPO公益活動支
援事業

市民
活動
推進
課

　市民活動の更なる促進を支援する
ため、NPO等が専門性を発揮して行
う活動に対し、事業費の一部を補助
する。

補助交付事業件数
（累計）

109件
(R1年度)

150件
(R5年度)

成果発表会の参加人
数（累計）

431人
(R1年度)

680人
(R5年度)

2,389 2,694 2,300



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

5 件 5 件

実
績

15 件 31 件

達
成
率

300.0 ％ 620.0 ％

目
標

2,250 人 2,500 人

実
績

2,476 人 2,540 人

達
成
率

110.0 ％ 101.6 ％

目
標

9
団
体

12
団
体

実
績

8
団
体

10
団
体

達
成
率

88.9 ％ 83.3 ％

目
標

904,000 本 937,000 本

実
績

750,223 本 784,926 本

達
成
率

83.0 ％ 83.8 ％

目
標

2,000 人 2,000 人

実
績

2,500 人 2,000 人

達
成
率

125.0 ％ 100.0 ％

順調

　自然ネットだより等を活用し、自然環
境保全活動の周知を行った結果、新型コ
ロナウイルス感染症対策を実施しなが
ら、多くの人が活動に参加した。
　また、環境首都100万本植樹プロジェ
クトによる植樹本数（累計）について、
目標には届かなかったものの、プロジェ
クト全体としては順調に推移している。
　以上のことから、「順調」と判断。

14,013 13,71716

②
④
⑥
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
⑭
⓯
⑰

生物多様性戦
略推進事業

環境
監視
課

　都市と自然との共生「豊かな自然
の恵みを活用し　自然と共生するま
ち」を基本理念に、生物多様性を保
全し、将来にわたって持続可能な形
で利用が可能な都市づくりを目指
す。

環境首都100万本植
樹プロジェクト推進
（累計）

657,903
本

(H27年
度)

累計
100万本
植樹

(R6年度)

14,457

1,206

自然環境保全活動参
加者数（イベント等
の延べ参加者数）

2,000人
(毎年度)

2,000人
(毎年度)

15
❹
⑰

「NPOとの協働
によるまちづ
くり」人材育
成事業

市民
活動
推進
課

　協働に関する理解を深めるための
研修、協働事業を実施するために必
要な団体運営力向上を図るための研
修を実施する。
　また、経済的に自立したNPOの増
加を図るため、資金調達力や企画力
の向上を図るセミナーを実施する。

NPOとの協働につい
ての研修への参加者
数（累計）

2,146人
(R1年度)

2,750人
(R5年度)

14 ⓱

多様な主体に
よる市民活動
の輪づくり事
業

市民
活動
推進
課

　市民主体のまちづくりを推進する
ため、市民活動への理解を深め、新
たな担い手の参加を促すとともに、
NPOと様々な団体間のネットワーク
づくりや協働を支援する。

NPOと企業・地域・
大学等との協働件数

4件
(R1年度)

5件
(毎年度)

3,221 2,566 2,095

順調
　NPOとの協働についての研修への参加
者数が目標を達成しているため、「順
調」と判断。

運営改善団体数（累
計）

3団体
(R1年度)

15団体
(R5年度)

大変
順調

　多様な団体間のネットワークを構築
し、協働件数が目標を大幅に上回ってい
るため、「大変順調」と判断。

1,029816



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

85.0 ％ 85.0 ％

実
績

66.9 ％ 71.4 ％

達
成
率

78.7 ％ 84.0 ％

目
標 360 回 360 回

実
績 249 回 291 回

達
成
率

69.2 ％ 80.8 ％

目
標 130,000 人 130,000 人

実
績 42,873 人 75,475 人

達
成
率

33.0 ％ 58.1 ％

目
標

5,500 人 5,500 人

実
績

5,502 人 5,751 人

達
成
率

100.0 ％ 104.6 ％

環境
学習
課

　市民一人ひとりが環境との関わり
を理解し、より良い環境・地域づく
りへの意識をもって行動を起こすこ
とのできる環境人財を育むため、
「環境首都検定」をはじめとする施
策に取り組む。

18

19

❹
⑥
⑦
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰

❹

　環境学習サポーターによる出張ミュー
ジアムの回数が令和3年度に比べ増加し
た。
　また、環境ミュージアム開館20周年イ
ベントや、長期休暇を利用したイベント
の開催により、利用者数の回復傾向がみ
られたため、「順調」と判断。

環境
学習
課

　北九州市の公害克服の歴史を伝え
るとともに、世界の環境首都を目指
して市民の環境力を高めるための環
境学習・環境活動・環境情報の総合
拠点である「環境ミュージアム」及
び家庭での省エネ型のライフスタイ
ルを提案する「北九州エコハウス」
等の管理運営及び様々なイベント、
企画等により、環境学習や環境活動
の場を提供するもの。

環境学習サポーター
による出張ミュージ
アム回数

80回
(H26年
度)

360回
(R5年度)

北九州市環境首都検
定の受検者数

2,424人
(H26年
度)

5,500人
(R5年度)

11,76212,748 13,567 順調

順調75,031 77,087 75,383

環境ミュージアム利
用者数（単年度）

134,124
人

(H26年
度)

130,000
人

(R5年度)

環境ミュージ
アム及び北九
州エコハウス
維持管理業務

環境人財育成
事業

アンケート調査にお
ける環境活動を行う
市民の割合

65.7%
(H23年
度)

95.0%
(R12年
度)

北九州環境み
らい学習シス
テム「ドコエ
コ！」推進事
業

環境
学習
課

　本市の恵まれた自然や充実した環
境関連施設等を結びつけ、多世代の
市民が意欲や能力に応じて、エコツ
アーなどまち全体で楽しく環境学習
が行える仕組みづくりを行う。

3,441 3,620 3,34317
❹
⑰

順調

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、エコツアーは縮小実施したが、参加
者数は2,698人と令和3年度より約1,190
人増となった。また、SNS等を通じた情
報発信も継続的に行うことができ、成果
指標の達成率も令和3年度より上昇する
など、一定の効果があったため、「順
調」と判断。

　受検啓発については、会場等の閉館等
があり、実施回数が8回と伸びなかった
ものの、令和3年度に引き続き、全受検
区分でWeb受検を実施したことにより、
受検者数の目標値を達成したため、「順
調」と判断。



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

90.0 ％ 90.0 ％

実
績

80.2 ％ 83.4 ％

達
成
率

89.1 ％ 92.7 ％

目
標 2,000 人 2,000 人

実
績 886 人 985 人

達
成
率

44.3 ％ 49.3 ％

目
標

実
績 30

万
人

90.9
万
人

達
成
率

20.0 ％ 60.6 ％

19,61920,179

農業体験教室への参
加者数

―
2,000人
(毎年度)

142.4万
人

(H24年
度)

20
❹
⑰

ESD活動支援事
業

環境
学習
課

　持続可能な社会の構築を図るた
め、国連など世界規模で進められて
いる「持続可能な開発のための教育
（ESD）」を、北九州ESD協議会を中
心に、市民、企業、大学等と連携し
ながら推進する。
　具体的には、あらゆる人々が地域
等における様々な課題に気付き、つ
ながり、既に実践している活動等に
ESDの視点を加えて、暮らしや社会
のあり方等を変えていく人づくり・
学びあいの場づくりを進める。

アンケート調査にお
ける「持続可能な社
会づくり」を意識し
ている市民の割合

―
90.0%

(R5年度)
19,174 順調

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、様々なイベントや会議が対面では実
施できないこともあったが、オンライン
での会議や講演会を積極的に行うなど、
事業の円滑な実施に取り組み、「持続可
能な社会づくり」を意識する市民の割合
増加につなげたため、「順調」と判断。

21 ❹
長野緑地を利
用した農業体
験教室

公園
管理
課

　計画地内に複数の活動エリアを設
け、一年を通してそれぞれのエリア
で有機農業栽培管理や花作りを体験
する市民参加による農地等の整備、
管理等に取り組む。また、子どもた
ちが自然の中で遊び、学ぶ場を提供
したり、収穫物を使用したイベント
など、市民の参加を拡大するイベン
ト等を開催する。

2,617 2,750 2,617

22

②
③
❹
⑥
⑦
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰

市民環境力支
援事業

環境
学習
課

　市民環境力の持続的発展を目指
し、環境モデル都市を推進する活動
への支援や、市民・NPO、事業者な
ど地域社会を構成する各主体が、情
報を共有し、新たな取組を生み出
し、発信・啓発する北九州エコライ
フステージ事業などを行う。

12,606 12,207 11,690 順調

150万人
以上

150万人
以上

150万人
以上

(R5年度)

エコライフステージ
参加者数（単年度）

やや
遅れ

　教室の開催数は、令和3年度同様目標
を大きく上回っているが、依然として参
加者数は目標の半数弱にとどまっている
ため、「やや遅れ」と判断。

　3年ぶりの対面によるイベントやオン
ラインイベントを開催したことにより、
市内の環境活動を広く情報発信すること
が出来た。令和4年度のエコライフス
テージの行事数と参加者数のどちらも、
令和3年度の実績を上回ったため、「順
調」と判断。



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標 129 校 129 校

実
績 28 校 107 校

達
成
率

21.7 ％ 82.9 ％

目
標 460 人 460 人

実
績 308 人 321 人

達
成
率

67.0 ％ 69.8 ％

目
標

500 人

実
績

96 人

達
成
率

19.2 ％

目
標

2 件

実
績

2 件

達
成
率

100.0 ％

23

❹
⑦
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰

環境教育推進
事業

教育
情報
化推
進課

　「SDGs未来都市」への選定を受
け、SDGs環境アクティブ・ラーニン
グとして小学校4年生を対象とし、
環境ミュージアムやエコタウン等関
連施設での体験的な学習および環境
教育に関する研究を推進することに
より、環境教育の充実を目指す。

4,227 14,629 11,887 順調

　新型コロナウイルス感染症の影響を受
けることなく、希望した大方の小学校
は、環境学習に参加することができたた
め、「順調」と判断。

全小学校
(126校)
（R5年
度）

（休校中
の学校を
除く）

環境学習の実施校
129校

(R1年度)

24

③
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
⑯
⓱

アジアの環境
人材育成拠点
形成事業

環境
国際
戦略
課

　アジアの途上国やその都市が自ら
の力で環境改善の取組を進めること
ができるよう、JICA等国の支援や連
携により、実践的な国際環境研修事
業を推進していく。
　海外からの研修員を受け入れるこ
とにより、環境問題解決の一助を担
うとともに、現地の環境改善や海外
諸都市とのネットワーク構築、ひい
ては環境国際ビジネスへの事業展開
に繋げる。

アジアの環境人材育
成のための研修員等
の受講者数（単年
度）

1,209人
(H26年
度)

460人
(毎年度)

0 728 0 順調

　新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、上半期は全ての研修が遠隔での実施
となった。下半期は来日研修を一部再開
し、現地見学や体験等、研修内容の充実
化を図ったため、「順調」と判断。

17,500 4,200 順調

　関連産業の振興を目指し、水素セン
サーの開発の実証等、実証・PR拠点化推
進に向けた取組を実施し、企業訪問回数
が201回と目標（50回）を大きく上回っ
た。また、事業可能性実施調査も予定ど
おり実施したため、「順調」と判断。

25
❼
⑨
⑬

北九州水素プ
ロジェクト創
出事業

グ
リー
ン成
長推
進課

　2050年ゼロカーボンシティの実現
に向け、水素利活用を促進する「水
素供給・利活用拠点都市」の形成を
目指し、事業可能性調査や技術開発
に対する助成を行うとともに、市
内・県内の水素関連技術を保有する
企業の調査及びマッチング支援を行
うことで、水素関連プロジェクトの
早期創出を目指す。

北九州水素タウン来
訪者数（単年度）

―

500人
(R3年度
まで毎年

度)

10,705

事業可能性調査実施
件数

―
2件

(毎年度)



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標 9 回 24 回

実
績 21 回 39 回

達
成
率

233.3 ％ 162.5 ％

目
標 5 件

実
績 4 件

達
成
率

80.0 ％

目
標 7

億
円

実
績 12

億
円

達
成
率

171.4 %

目
標 5 件

実
績 4 件

達
成
率

80.0 ％

目
標 7

億
円

実
績 12

億
円

達
成
率

171.4 %

目
標 10 社

実
績 9 社

達
成
率

90.0 ％

累計240
件

(R6年度)

7億円
(毎年度)

30社
（R4～R6
年度）

支援企業社数
（累計）

―

❼
⑧
⑨
⑪
⑬

北九州市風力
発電人材育成
事業

北九州エコプレミア
ム選定件数
（単年度）

エコタウン事業によ
る投資額（単年度）

9件
累計190

件
(H26年
度)

9億円
(H26年
度)

再生
可能
エネ
ル
ギー
導入
推進
課

　風力発電関連産業の総合拠点とし
て、その機能を十分に発揮するに
は、人材の「育成」と「確保」が必
要である。
　このため、「北九州市洋上風力
キャンプ」を実施し、市内外の学生
等の関心を高め育成を図るととも
に、「北九州市風力発電人材育成連
絡会」を通じた産学官の連携による
人材の確保を目指す。

人材育成に関わる関
連企業、教育機関を
含めた会議等の実施
（累計）

―
54回

(R3～R6
年度)

28

⑦
⑧
❾
⑫

環境イノベー
ション促進事
業

環境
イノ
ベー
ショ
ン支
援課

　大学との連携やエコプレミアム認
定品を切り口に、学生のうちから環
境イノベーションに関係した企業や
業務に触れる機会を作り、将来の環
境イノベーションを担う人材育成に
繋げていく。また、今後の脱炭素化
の急激な社会情勢に対応していくた
めにも、脱炭素経営の認知度向上や
意識付けを行い、地元企業の競争力
強化に繋げていく。

― 9,654 8,204 順調

　北九州エコプレミアムについて、単年
度としては目標を下回っているものの、
中期目標の累計240件に向かって、選定
件数は着実に増加している。
　また、支援企業社数について、市内企
業の脱炭素サプライチェーン支援事業を
実施した結果、事業への応募が予定を僅
かに下回ったことにより、目標を達成す
ることができなかったものの、概ね予定
していた企業数を支援することができ
た。
　以上から、事業全体を総合的に勘案
し、「順調」と判断。

3,049 45,000

27

⑦
⑧
❾
⑫

脱炭素サプラ
イチェーン支
援事業

環境
イノ
ベー
ショ
ン支
援課

  市内企業に対し、脱炭素経営を促
すため、実際の成功事例の紹介など
を行うセミナーを実施する。また、
市内企業の環境に配慮した製品や技
術、サービスから｢北九州エコプレ
ミアム｣を選定し、広くPRすること
で、市内環境関連産業の活性化を推
進する。

北九州エコプレミア
ム選定件数
（単年度）

9件
累計190

件
(H26年
度)

累計240
件

(R6年度)

順調

　北九州エコプレミアムについて、単年
度としては目標を下回っているものの、
中期目標の累計240件に向かって、選定
件数は着実に増加している。
　また、エコタウン事業の投資額につい
ては目標を上回る予定である。
　以上から、事業全体を総合的に勘案
し、「順調」と判断。

26 32,737
大変
順調

　「人材育成に関わる関連企業、教育機
関を含めた会議等の実施数」の実績が目
標を大きく上回ったため、「大変順調」
と判断。

エコタウン事業によ
る投資額（単年度）

9億円
(H26年
度)

7億円
(毎年度)

― 9,654 8,204



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標

2 件 2 件

実
績

3 件 5 件

達
成
率

150.0 ％ 250.0 ％

目
標

2 件 2 件

実
績

1 件 1 件

達
成
率

50.0 ％ 50.0 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績 0 件 0 件

達
成
率

目
標

65.0 ％ 65.0 ％

実
績

66.5 ％ 67.7 ％

達
成
率

102.3 ％ 104.2 ％

29

③
⑥
⑪
⓬

産業廃棄物処
理推進事業

産業
廃棄
物対
策課

　産業廃棄物の適正処理・3Rを推進
するため、優れた排出事業者・処理
業者への認定やインセンティブ付
与、排出・処理動向や将来見通しの
分析・公表、産業廃棄物3R・適正処
理講習会等を活用した適正処理・3R
情報の普及啓発を実施する。

優良産廃処理業者の
認定件数（単年度）

4件
(H26年
度)

2件
(R1年度
以降毎年

度)

10,957 14,871
大変
順調

　令和3年度から引き続き、会場及び
Youtube配信による講習会を実施（受講
者数565名）し、産業廃棄物の適正処
理、3Rの推進について啓発を行った。ま
た、優良事業者については6社を認定
し、優良産廃処理業者及び排出事業者の
育成に寄与したことから、「大変順調」
と判断。優良排出事業者の認

定件数（単年度）

2件
(H26年
度)

2件
(毎年度)

30

③
⑥
⓫
⑫

環境対策事業
環境
監視
課

　環境法令に基づき、大気汚染や水
質汚濁、騒音・振動の監視測定（環
境モニタリング）などを行い、環境
質の現状を把握し、維持・向上に努
める。
　また、市内企業を対象に、環境モ
ニタリング結果等を共有し、環境保
全を一層促進するため、環境モニタ
リングの結果や環境法令の概要、ま
た不適正事案の防止策等に関するセ
ミナーを実施する。

現状の環境を保全 ―

― ―

現状の環
境を保全

企業の法令順守の徹
底

―

改善命令
0件

改善命令
0件

改善命令
0件

(毎年度)

順調

　大気、水質、騒音、振動についてモニ
タリング計画を立てて測定を実施し、現
状の環境の保全につながっていると考え
られるため、「順調」と判断。

― ―

― ―

9,035

31

②
③
❹
⑥
⑦
⑧
⑨
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑰

環境施策広報
事業

環境
学習
課

　世界の環境首都を目指す北九州市
の環境施策について、環境マスコッ
トキャラクター「ていたん」を活用
した広報・PRを継続して行い、市民
の環境意識向上を図る。

アンケート調査にお
ける環境マスコット
キャラクターの認知
度

52.2%
(H27年
度)

65.0%
(R5年度)

9,089 9,590 9,512 順調

　令和3年度と比べ、イベント参加回
数、アンケート調査における環境マス
コットキャラクターの認知度が、ともに
増加している。また、認知度について目
標率を達成しており、施策に対して、一
定の効果があったものと考えられるた
め、「順調」と判断。

32,288 47,947 46,340

― ―



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標 14 件 15 件

実
績 14 件 15 件

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％

目
標

300 件 300 件

実
績

117 件 205 件

達
成
率

39.0 ％ 68.3 ％

目
標

実
績

達
成
率

32
⑫
⓱

環境国際協力
推進事業

環境
国際
戦略
課

　途上国技術者を受け入れる国際研
修や経験豊かな市内企業技術者等を
諸外国都市に派遣し、現地で相手都
市も主体的に関わった実践的な技術
指導を実施する。
　また、国内外の関係機関と協働・
連携した調査、情報収集や発信を行
うとともに、各種都市間ネットワー
クを活用したプロジェクトを実施す
る。更には、市内企業や国際機関等
と密に連携して、協力対象国や都市
の「緑の成長」にも資する環境国際
協力を目指す。

戦略的環境国際協力
事業の件数
（累計）

6件
(H26年
度)

15件
(R5年度)

0 3,000 1,566

　新型コロナウイルス感染症による出入
国に係る水際対策の緩和により、現地派
遣が再開し、オンライン協議と対面協議
を活用して事業を進めた結果、「環境国
際協力推進事業」の目標件数を達成した
ため、「順調」と判断。

順調

34 ⓱
アジア低炭素
化センター推
進事業

環境
国際
戦略
課

　アジア低炭素化センターを中核と
して、環境に関する多様な技術や社
会システム等を海外に輸出すること
で、地域経済の活性化を推進する。

アジア地域でのCO2
排出量を削減

―

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし H25年度

の本市
CO2排出
量75％分

削減
（R12年
度）

12,331 24,549 15,152 順調

　アジア地域でのCO2排出量の削減に向
けた各種プロジェクト推進数の累計が
267件と、目標値の235件を上回ってお
り、外部資金を活用しながらアジア地域
の脱炭素に資する事業を積極的に展開し
ていることから、「順調」と判断。

― ―

― ―

順調

　令和3年度に引き続き新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響を受け、目標には
達しなかったものの、令和3年度と比較
してMICEの開催件数は大きく伸びたた
め、「順調」と判断。

33
❽
⑨

国際会議等
MICE事業の推
進

MICE
推進
課

　キーパーソン等へ本市の優位性
（アクセス・施設・助成金）をPRす
るなどの誘致活動を展開することに
より、本市での国際会議・大会等の
MICE開催を目指す。

MICE開催件数
183件
(H20年
度)

300件
(R5年度)

97,849 156,520 129,524



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標１　市民環境力の更なる発展とすべての市民の支えられた「北九州環境ブランド」の確立

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策を
構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

R4年度

目
標 4 件 6 件

実
績 5 件 7 件

達
成
率

125.0 ％ 116.7 ％

目
標

2 件 3 件

実
績

2 件 2 件

達
成
率

100.0 ％ 66.7 ％

海外での実証事業等
の進出数（単年度）

5件
(R02年度
中小企業
アジア環
境ビジネ
ス展開支
援事業の
実績)

36

❾
⑫
⑭
⑮
⑰

サステナブル
環境ビジネス
展開事業

順調

　令和4年度は、公募対象期間が海外渡
航制限の最中であった影響により、海外
事業の開始を控える企業が多かったが、
海外での実証事業等の進出数は、一定数
に達しているため、「順調」と判断。

1,606 18,000 7,007

35

⑨
⑫
⑭
⓱

アジアにおけ
る廃プラス
チック対策プ
ロジェクト推
進事業

環境
国際
戦略
課

　国連環境計画（UNEP）との連携の
もと、東南アジア地域の連携各都市
において、廃プラスチック対策プロ
ジェクトを中心に新たな事業発掘に
努め、循環型経済（サーキュラーエ
コノミー）を促進する。また、UNEP
や、海外を含めた産学官連携により
市内企業のビジネス支援を強化する
ことで、これまで本市が注力してき
た都市間連携による支援に厚みを持
たせ、環境モデル都市としてのブラ
ンド力を向上させる。

対象地域におけるパ
イロット事業着手数

―
8件(R5年

度）
4,345 11,000 4,848 順調

　対象地域において、当初の計画どおり
順調にパイロット事業に着手しており、
目標を上回っているため、「順調」と判
断。

3件
(R5年度)

環境
国際
戦略
課

　「SDGs推進」や「サーキュラーエ
コノミー推進」に適応する技術や製
品を持つ市内中小企業等の海外展開
を支援する。これにより、循環型社
会及び脱炭素社会の実現に貢献する
と同時に、本市の環境ビジネスの
「ブランド力の向上」と北九州市
SDGs戦略の一つである「技術と経験
を活かした国際貢献の推進」を実現
する。



北九州市環境基本計画進捗評価（令和4年度実績）

指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

0 件 0 件

達
成
率

目
標

実
績

218 件 222 件

達
成
率

127.3 ％ 126.0 ％

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

　大気汚染防止法第22条の規定に基
づく大気汚染状況の常時監視を行う
ため、公害監視センターと市内に設
置した常時監視測定局から成る測定
網の整備・保守を行う。常時監視結
果を本市の環境保全の推進に役立て
るとともに、大気環境の現状把握に
努める。

大気環境の適正な
把握

1
③
⓫
⑫

大気汚染常時
監視システム
整備保守事業

環境
監視
課

13,473―

― ―

大気環
境の適
正な把
握

2

③
⑥
⓫
⑫

環境対策事業
環境
監視
課

― ―

― ―

順調
　測定装置の更新計画に基づき、適切
に測定環境を整備し、正確な測定を継
続実施したため、「順調」と判断。

16,978 13,474

―

改善命令
0件

改善命令
0件

　環境法令に基づき、大気汚染や水
質汚濁、騒音・振動の監視測定（環
境モニタリング）などを行い、環境
質の現状を把握し、維持・向上に努
める。
　また、市内企業を対象に、環境モ
ニタリング結果等を共有し、環境保
全を一層促進するため、環境モニタ
リングの結果や環境法令の概要、ま
た不適正事案の防止策等に関するセ
ミナーを実施する。

現状の環境を保全

企業の法令順守の
徹底

― ―

―

順調32,288 47,947 46,340

―

改善命
令
0件

(毎年
度)

― ―

　大気、水質、騒音、振動についてモ
ニタリング計画を立てて測定を実施
し、現状の環境の保全につながってい
ると考えられるため、「順調」と判
断。

― ―

現状の
環境を
保全

―

公害に関する苦
情・要望件数
（単年度）

243件
(H26年
度)

300件
以下

300件
以下

3

③
⑥
⓫
⑫
⑭

工場・事業場
監視事業

環境
監視
課

　公害に関する苦情・要望件数は、目
標より大幅に少ないこと、工場・事業
場に対する立入検査や行政測定を計画
的に実施していること、事業者向けの
セミナー開催等により苦情の未然防止
を着実に推進していること等から、
「大変順調」と判断。

21,645
大変
順調

300件
以下
(毎年
度)

24,552 24,688

　市内の工場・事業場に対し、大気
汚染防止法・水質汚濁防止法等に基
づいて、立入検査及び排ガス・排水
中の規制項目に関する測定を実施
し、事業者の環境法令の遵守を監視
するとともに、環境管理の取組の促
進を図る。また、市民からの公害関
係苦情・要望を受け、発生源に対す
る指導を行う。



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

実
績

達
成
率

目
標

512,980 kW

実
績

451,417 kw

達
成
率

88.0 ％

目
標

496,000 t

実
績

349,143 t

達
成
率

70.4 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

達
成
率

5

⑦
⑧
⑨
⓭

脱炭素社会の
実現に向けた
❝再エネ100%
北九州モデル
❞推進事業

再生
可能
エネ
ル
ギー
導入
推進
課

　脱炭素社会の実現に向けて、
・公共施設群及びエコタウンの再エ
ネ100％電力化
・EVを活用した自律型エネルギー実
証
・北九州都市圏域への再エネ普及促
進
・バイオマスエネルギー等活用推進
・市有施設のZEB化
に取り組む。

1,052,000

PV・風力等再エネ
導入量（kW・累
計）

0kW
(R3年
度)

CO2削減量（t）
0t

(R3年
度)

累計
3,113,7
43tCO2
(R4～
R12年
度)

14,442

756,946
kW

(R12年
度)

―

温室効果ガス排出
量の削減（万t）

温室効
果ガス
排出量
1,859万

t
(2013年
度)

単年度目標設
定なし

―

順調

　国の交付金を活用した再エネ導入事
業について、半導体不足などの影響も
あり、令和5年度に完工することとなっ
たが、設備の導入は進んでいる。ま
た、再エネの導入量は、目標の8割以上
を達成したため、「順調」と判断。

単年度目標設
定なし 2030年

度温室
効果ガ
ス排出
量2013
年度比
47％減

9,851

―

2,496,412

全主要
橋梁及
びトン
ネルの
健全性
Ⅱ以上
(R9年
度)

4,233,721 1,965,000

主要橋梁及びトン
ネルの健全性向上
による市民の安
全・安心の確保

―

― ―

― ―

― ―

4

⑦
⑪
⑫
⓭
⑰

地球温暖化対
策推進事業

グ
リー
ン成
長推
進課

順調

　橋梁、トンネルのリニューアル及び
モノレールの長寿命化に向けた取組
は、概ね計画通りに進捗しており、
「順調」と判断。

　令和3年8月に改定した「北九州市
地球温暖化対策実行計画」に掲げた
目標の着実な達成に向け、市民、事
業者、行政がこれまで以上に計画的
かつ効果的に取組を推進する必要が
あるため、各種調査及び啓発事業の
強化等を行う。

6 ⓫

橋梁・トンネ
ル・モノレー
ル等の長寿命
化への計画的
な取り組み

道路
維持
課

　市内には、約2,000の橋梁と39本
のトンネル、総延長約9kmのモノ
レールがあり、高齢化・老朽化が進
行していることから、予防保全の観
点での長寿命化事業に取り組んでい
る。
　事業の実施にあたっては、施設毎
に個別施設計画を策定し、5年に1回
の定期点検に基づく計画的な維持管
理を実施することで、市民の安全・
安心を確保するとともに、トータル
コストの縮減や予算の平準化を図
る。
・「北九州市橋梁長寿命化修繕計
画」
・「北九州市トンネル長寿命化修繕
計画」
・「北九州モノレール長寿命化計
画」

順調

　温室効果ガス排出量については、毎
年減少傾向を維持している。
　また、出前講演の参加者数（累計）
が目標（5,250人）を達成するなど、市
民に対し、年間を通じた啓発事業を実
施した。
　以上を総合して、「順調」と判断。

― ― 7,846 4,038

インフラ構造物の
長寿命化を実施に
よる、モノレール
の安全・安心な運
行の確保

―

― ― 全イン
フラ構
造物の
健全性
Ⅱ以上
（R8年
度）

― ―

― ―



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

260 戸 290 戸

実
績

339 戸 358 戸

達
成
率

130.4 ％ 123.4 ％

目
標

300 件 300 件

実
績

404 件 336 件

達
成
率

134.7 ％ 112.0 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標 500 件 500 件

実
績

823 件 986 件

達
成
率

164.6 ％ 197.2 ％

空き
家活
用推
進課

9 ⓫

空き
家活
用推
進課

大変
順調

　当事業に対する市民からの関心が高
く、除却戸数が目標を大幅に上回るこ
とが出来たため、「大変順調」と判
断。

8 ⓫
空き家等活用
推進事業

89,212 100,000 94,698

　倒壊や部材の落下のおそれがある
など危険な空き家等の除却を促進す
るため、建築物の除却に要する費用
の一部を補助することにより、市民
の安全で安心な居住環境の形成を図
る。

老朽空き家等除却
促進事業の実施件
数

202戸
(H26年
度)

300戸
(毎年
度)

7 ⓫
老朽空き家等
除却促進事業

　近年増加傾向にある空き家に対
し、市民の安全・安心を確保するた
め、空き家等発生の未然防止から、
流通・活用等の促進に至るまで、
「空家等対策計画」に基づき総合的
な空き家対策を推進する。

1,614
300件
(毎年
度)

1,696 1,800
空き家に関する相
談件数

―

9,451 16,000 12,111

順調

　空き家の予防及び管理・活用等に関
するリーフレット及びチラシの配布、
市内でのセミナー・相談会の複数回開
催等を行ったことにより、空き家に関
する普及啓発が図られ、相談件数が目
標を上回ったため、「順調」と判断。

単年度目標設
定なし

―― ―

― ―

順調

　効率的・効果的に事業を行うため、
適宜、見直しを図ることで、空き家等
の売却に係る成約数を伸ばしており、
空き家解消につながっていることか
ら、「順調」と判断。

10 ⓫
老朽空き家等
対策推進事業

空き
家活
用推
進課

　人口減少や高齢化等が進む本市に
おいては、今後も、適正に管理され
ず、周辺の居住環境に悪影響を及ぼ
す老朽空き家等の増加が続くことが
見込まれることから、平成28年に制
定した「空家等の適切な管理等に関
する条例」及び同年策定した「空家
等対策計画」に基づき、老朽空き家
等対策の強化を図る。

空き家等面的
対策推進事業

空き
家活
用推
進課

　個々の空き家のみでは敷地が狭く
進まない再整備を、複数の空き家を
面的にまとめることにより進めるも
ので、市が空き家所有者を住宅事業
者につなぎ、建替えやリノベーショ
ンを推進する取組を実施する。

建替えやリノベー
ションによる空き
家の解消、空き家
問題の予防啓発や
総合相談を行うこ
とによる空き家の
解消

―

単年度目標設
定なし

老朽空き家に関す
る相談・通報件数

167件
(H26年
度)

大変
順調

　効果的な普及活動により、相談・通
報件数が目標を大幅に上回ることが出
来たため、「大変順調」と判断。

500件
(毎年
度)

7,351 19,161 5,726



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

目
標

実
績
達
成
率

市内の公共交通人
口カバー率

11

③
⑦
⑧
⑨
⓫
⑬

環境首都総合
交通戦略の推
進

―

―

―

自家用車CO2排出量
の削減(H17年度比)

基準値
69.7万
ｔ-CO2
(H17年
度)

単年度目標設
定なし

基準値
80％

(H17年
度)

単年度目標設
定なし

公共交通に対する
満足度

基準値
66.1%
(R2年
度)

73,827 213,423 131,099

市内の公共交通分
担率

基準値
20％

(H17年
度)

計画改
定

（R3年
度末）

都市
交通
政策
課

　環境首都総合交通戦略は、本市で
の望ましい交通体系を構築するた
め、既存の公共交通機関を有効活用
し、その維持や充実・強化を図る。
　過度なマイカー利用から地球環境
にやさしい公共交通や徒歩・自転車
への利用転換を図り、市民の多様な
移動手段が確保された交通体系を構
築することを目指す。

市内の公共交通人
口カバー率

基準値
86％
(R3年
度)

86％
(R8年
度)

計画改
定

（R3年
度末）

―

―

計画改
定

（R3年
度末）

単年度目標設
定なし

70％
(R8年
度)

3.8万人
/10万人
(R8年
度)

―

―

―

―

単年度目標設
定なし

順調

　令和4年度は、各種イベントへの出店
に加え、TNCのうどんMAPとコラボした
イベント「うどんMAP in 北九州市」を
開催し、コラボ動画を制作するなど、
公共交通利用促進のPR活動を実施する
ことができた。
　また、JR門司駅南口駅前広場のバス
待機枠を増やすなど、結節機能強化も
実施できたため、「順調」と判断。

単年度目標設
定なし

―

人口10万人あたり
の公共交通利用者
数

基準値
3.8万人
/10万人
(R1年
度)

単年度目標設
定なし

―

―

104万t-
CO2

(R12年
度)

40%削減

―

―

運輸部門CO2排出削
減率

基準値
172万ｔ
-CO2

(H25年
度)

単年度目標設
定なし



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

8
ヶ
所

8
ヶ
所

実
績

9
ヶ
所

9
ヶ
所

達
成
率

112.5 ％ 112.5 ％

目
標

実
績

462 ｇ 452 g

達
成
率

目
標

86.9 ％

実
績

85.7 ％

達
成
率

98.6 ％

目
標

実
績

61.6 ％

達
成
率

13 ⓬

広げよう食品
ロス・生ごみ
削減の環づく
り事業

―

市民アンケート調
査における食品ロ
ス削減の取組実施
率

58.3%
(R1年
度)

単年度目標設
定なし

80%以上
（R12年
度）

12

③
⑦
⑧
⑨
⓫
⑬

環境首都総合
交通戦略の推
進（おでかけ
交通）

都市
交通
政策
課

131,099 順調
8ヶ所
(H25年
度)

10ヶ所
(R5年
度)

73,827 213,423

既運行地区におけ
るおでかけ交通の
維持

循環
社会
推進
課

　食品ロス削減の取組「残しま宣
言」運動の普及・啓発や、生ごみリ
サイクル講座等の実施によって、生
ごみの減量化・資源化を推進する。

市民1人一日あたり
の家庭ごみ量

468g
(R1年
度)

　三者（地域住民、交通事業者、市）
で逐次調整・協議を行い、安定・安全
運行の確保に努め、運行の維持ができ
たため、「順調」と判断。

　おでかけ交通事業は、公共交通空
白地域の中で一定の需要がある地域
において、地域住民の交通手段を確
保するため、採算性の確保を前提と
して、地域住民、交通事業者、市の
三者がそれぞれの役割分担のもとで
連携して、ジャンボタクシー等を運
行する。

86.9%
(毎年
度)

市民アンケート調
査における3R活動
の実施率

86.9%
(H28年
度)

順調

　食品ロス削減の取組「残しま宣言」
運動を継続して実施し、食品ロス削減
の取組実施率は、中期目標の概ね8割程
度達成しており、市民の環境意識向上
や、生ごみの資源化・減量化の促進に
貢献していると考えられることから、
「順調」と判断。

― ―

7,047 7,800 6,354

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

440g以
下

（R7年
度）



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

1,300 人 1,300 人

実
績

931 人 934 人

達
成
率

71.6 ％ 71.8 ％

目
標

700 人 700 人

実
績

837 人 900 人

達
成
率

119.6 ％ 128.6 ％

目
標

5 件

実
績

4 件

達
成
率

80.0 ％

目
標

7
億
円

実
績

12
億
円

達
成
率

171.4 %

中高年齢者の就職
者数

768人
(H30年
度)

3,500人
(R2～R6
年度)

就職決定者数
1,360人
(H30年
度)

1,300人
(毎年
度)

― 9,654 8,204

エコタウン事業に
よる投資額（単年
度）

9億円
(H26年
度)

7億円
(毎年
度)

北九州エコプレミ
アム選定件数
（単年度）

9件
累計190

件
(H26年
度)

累計240
件

(R6年
度)

14 ❽
若者ワークプ
ラザ北九州運
営事業

雇用
政策
課

15
③
④
❽

高年齢者就業
支援センター
運営事業

雇用
政策
課

　高年齢者就業支援センターを拠点
として、高年齢者に対し就業支援を
実施する。また、就業に関連するセ
ミナーを実施する。

順調

 カウンセリング利用者数が令和3年度
に比べ減少（12,218人→9,900人）した
ものの、就職決定者数は増加したた
め、「順調」と判断。

78,388 80,410 78,096

　若年者の就業支援の拠点として
「若者ワークプラザ北九州」及び
「若者ワークプラザ北九州・黒崎」
において、就業相談、セミナー、職
業紹介等を実施し、若年者の就業を
促進する。

16

⑦
⑧
❾
⑫

脱炭素サプラ
イチェーン支
援事業

環境
イノ
ベー
ショ
ン支
援課

  市内企業に対し、脱炭素経営を促
すため、実際の成功事例の紹介など
を行うセミナーを実施する。また、
市内企業の環境に配慮した製品や技
術、サービスから｢北九州エコプレ
ミアム｣を選定し、広くPRすること
で、市内環境関連産業の活性化を推
進する。

大変
順調

　延べ利用者数が令和3年度に比べ減少
（9,792人→8,644人）したものの、シ
ニア・ハローワーク戸畑等、関係機関
との円滑な連携の結果、中高年齢者の
就職者数は令和3年度及び目標を大きく
上回ったため、「大変順調」と判断。

32,538 32,984 32,501

順調

　北九州エコプレミアムについて、単
年度としては目標を下回っているもの
の、中期目標の累計240件に向かって、
選定件数は着実に増加している。
　また、エコタウン事業の投資額につ
いては目標を上回る予定である。
　以上から、事業全体を総合的に勘案
し、「順調」と判断。



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

60 ％ 60 ％

実
績

51.6 ％ 51.6 ％

達
成
率

86.0 ％ 86.0 ％

目
標

38 件 39 件

実
績

40 件 41 件

達
成
率

105.3 ％ 105.1 ％

目
標

実
績

達
成
率

　新規性、独自性に優れた環境技術
の研究開発費の一部助成により、中
小企業をはじめとした地元企業等に
技術開発の機会を提供するととも
に、本市における環境分野の技術の
集積を促す。

本助成事業で助成
した研究開発の事
業化数（累計）

27件
(H26年
度)

40件
(R5年度
まで)

18

⑦
⑧
❾
⑫

環境未来技術
開発助成事業

環境
イノ
ベー
ショ
ン支
援課

順調

　令和4年度までの助成件数（累計）の
うち、事業化した件数は令和3年度と同
程度になる予定。
　また、採択状況についても、着実に
件数を伸ばしていることから、「順
調」と判断。

18,315 50,000 38,310

19 ⓱
アジア低炭素
化センター推
進事業

環境
国際
戦略
課

　アジア低炭素化センターを中核と
して、環境に関する多様な技術や社
会システム等を海外に輸出すること
で、地域経済の活性化を推進する。

アジア地域でのCO2
排出量を削減

― 順調

　アジア地域でのCO2排出量の削減に向
けた各種プロジェクト推進数の累計が
267件と、目標値の235件を上回ってお
り、外部資金を活用しながらアジア地
域の脱炭素に資する事業を積極的に展
開していることから、「順調」と判
断。

H25年度
の本市
CO2排出
量75％
分削減
（R12年
度）

12,331 24,549 15,152

17 ⓬
農作物生産振
興対策事業

順調
　GAPに取り組む生産組織の達成率が
86％であるため、「順調」と判断。

―

― ―

単年度目標設
定なし

単年度目標設
定なし

―

60％
(R5年
度)

732 1,101 323
農林
課

　農業者が農薬に関する正しい知識
を理解した上で、適正に使用し、安
全な農産物を生産する状態にする。

農作物の安全・安
心確保（GAP〔農業
生産工程管理〕に
取り組む生産組織
の割合）

12％
(H27年
度)



指標名等 現状値
(基準値)

中期
目標

決算額
（千円）

予算額
（千円）

決算額
（千円）

事業
評価

政策目標４　将来世代を考えた豊かなまちづくりと環境・経済・社会の統合的向上

No.
SDGs
ｺﾞｰﾙ
番号

基本計画の施策
を構成する

主な事業・取組

主要
事業
所管
課名

事業・取組概要
事業評価の成果指標（目標・実績） R3年度 R4年度

R3年度

R4年度
評価の理由

R4年度

目
標

6 件 6 件

実
績

6 件 12 件

達
成
率

100.0 ％ 200.0 ％

　上下水道分野などの海外水ビジネ
スは、今後も人口増加や都市化の進
展により市場の拡大が見込まれ、国
の成長戦略においても、水分野等の
インフラシステム輸出を推進すると
されている。本市では、平成22年に
「北九州市海外水ビジネス推進協議
会」を設立。官民が有する技術力や
ノウハウを結集し、計画づくりから
設計、建設、維持管理、事業運営ま
で、地場企業による水ビジネス案件
の受注を目指して事業を展開。併せ
て「ウォータープラザ北九州」を活
用し、水ビジネスに向けた取組を進
める。

市が関与するビジ
ネス案件数

―

海外水
ビジネ
スを通
じた地
元企業
の振興
と国際
貢献

20

①
③
❻
⑧
⑨
⑪
⑫
⑰

海外水ビジネ
スの推進

海外
事業
課

大変
順調

　現在カンボジアやベトナムを中心に
進めている国際技術協力を通して築い
た信頼関係を土台に、官民一体とな
り、海外水ビジネス案件や北九州市海
外水ビジネス推進協議会会員企業への
受注に繋げている。
　実績として、令和4年度はカンボジア
でビジネス案件を12件受注したため、
「大変順調」と判断。

49,131 114,075 82,717


